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*     「一」は「あき間」を表す,,
**    <>は、オノマトペのみにみられるか、具体例は見出せなかったが、拍体系上存在すると
推定される拍であることを表す,,
***  「一lは、共通語にみとめられず久慈方言にみとめられる拍であること、   1ニ二;は、共通語
にみとめられるが久慈方言にみとめられない拍であることを表す, 
以上より、  次のような特徴が指摘できるのである。
(1)  音素/ε /がみとめられる。  即ち拍体系上に/Cε/軸が存在する。
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この対応は、  語的なものと考えられ、   1例しか見出せない。
例:/,cura/(蔓)。  
3・4. /CV/:/CW/(長音付加)












例:/nεε /(ない)、/bεε /(倍)、/mεε /(前)、/'εε da/(間)、/'JtEda/(焼いた)、/'wεε da/
沸いた)、/kεε na/(腕くカイナ>)、/sεε da/(咲いた)、/'wagεεmono/(若者<若い
者>)、/kaNoεε ru/(考える)、/naNmεε /(名前)-。
但し、  「新語や非日常語」  には/、Ca'e/が対応する例もある。  



















































究で見出した例外は、   4・5・2に示した1語であった。
4・5-2./Coi/:/Cee/




この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない。
/Ce'o/:/Cjoo/例 /sjooru/(背負う)。  
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4・7./Ci'a'i/の対応




この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない,
/Ca、iu/:/Cε,/例:/kεε ko/(粥)、/'a  wacεε /(粟粥)、/muoikEt/(麦粥)、
4・9. /Cu'wa/の対応



























この対応現象は、  語中子音有声化現象とよばれ、  岩手方言に一般的にみられる規則的


















/--b/./--z/」  がみられるが、  久慈市方言の場合は、  先に述べた語中子音有声化現象はみら
れるものの語中子音鼻音化現象がみられない点で特徴的といえる。  これにより、  共通語
の/t/と/d/は共に久慈市方言の/ll/に、  共通語の/cfと1:z/は共に久慈市方言の/z/に対応するこ
ととなり、  共通語と比へて語中における/1:1/,,/z/の出現頻度が非常に高くなっている。  
岩手県久慈市方言の音韻対応    9  
5・2・2・2. /l:1//b/./z/lfl111d/JN1ofJNz/















本対応は、  語的レベルのものといえる。  通時的には、  鼻音化音素/~z/の、  無声化母













5・4・2. /o/、/n/、im/:/No/、  iNn/、/Nm/








以下の2つの対応は共に語的レベルのものといえる。  /Im/:/p/の対応は、鼻音化音素/-b/ 
の、  無声化母音直前に現れる異音  [mp] の入りわたり鼻音が、  脱落したために生じたも

















この対応は、  /s/及び/oa/、  /1z/及び/u/と拍を構成する際にみられる語的なものである。
/sjo//so/例:/soQpεε /(塩辛いくショッパイ>)、/soooazu/(正月)、/soolju/(醤油)、
/soobeN/(小便)-。  









/'w/:φ(脱落)  例:/naasuro/(苗代)、fmaaru/(まわる)、/'araanεε /(洗わない) 
7. 拍音素の対応
以下の対応は、  語的なものである。
川/:φ (脱落)  例:/ldεε go/(大根)。  
/Q/:1/N/  例:/seNcuN/(便所), 
8. 音頭対応の特徴一通事的・地理的視点より一  
ここでは、共通語との音韻対応により見出される久慈方言の通時的性質を共通語を基
準とした変化段階の視点で明らかにする。  そこで、  規則性が高い、  あるいは極めて特徴
的な音韻対応のみとりあげ、  久慈市方言の対応する音韻パターンが、  共通語より進んだ







区画され、  さらに中北部方言地域が、  北部方言地域と中部方言地域及び沿岸方言地域の





音韻現象のみから、  岩手県内の方言対立を述べたものとしては、  齋藤 (1991a) がある。  
齋藤 (前掲論文) は、  加藤正信氏を研究代表とする南部伊達境界線付近における調査資
料の分析から、  「音韻全般に関して言うならば、  藩境による南北の対立よりは、  むしろ
沿岸対内陸の東西の対立の方が目立つ」  ことを具体例を示しつつ明らかにしている。
このように、  岩手方言に関しては、  音韻による地理的方言対立は、  今のところ十分明
































久慈市方言独自の個性的特徴l4)を持ちあわせっつ、  わずかではあるが、  南奥方言的特徴
(2)も持っている, 久慈市方言が持っている個性的特徴(4)は、  すべて、  通時的には非拍方
言から拍方言に変化する段階で生じたものである点で注目される。(n




本稿では、  久慈方言について、  共通語との音韻対応を考察することにより、  通事的特
徴を明らかにした。
今後はさらに、  計量的視点も導入し  (齋藤2001b, c)、  他の東北方言との比較により、


















久慈市は、  県沿岸北部に位置する人口約11,000人の市であり、  方言区画上は、  北奥方言の沿岸」ヒ
部地域に位置することになる(本堂1982),informantは調査地点生え抜きの老年層・男性    (大
正9年生、  調査当時64~65歳、  出生から調査時まで久慈市の中心部本町)  の中野興吉氏であり、










て部分的に活用しているが、  音韻体系として総合的に論じたのはl前藤 (2001f)  が初めてである, 
音韻対応は、周知の通り比較言語学(比較方言学)の方法であるが、共通語との対応を示すこと
で当該方言の共通理解となり得る  「共時的体系の持つ通事的性質」  を示す事ができるのである, 
上野(1989)における「図6(-)オイ」(15111-),小松代(1976),,
岩手そして、  その中でも久慈市方言の位置する岩手沿岸北部地域が、  言語伝播における本州の
14  
ターミナルの一つであることは、  本堂(1967)、森下(1982)で示され、齋藤(2001e)  で紹介さ
れているとおりである,,
(5)   /z/は破擦音素/10/との関係が深いため  (語中子音有声化現象)  ここで扱う,,
(6)   これは岩手方言の一般的傾向といえる,,
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